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内う
ち
野の

遺
跡　

秋
葉
区
七
日
町

　

内
野
遺
跡
は
阿
賀
野
川
左
岸
の
自
然
堤
防
上
に
立
地
し
て
い
る
。
小
阿
賀

野
川
の
現
在
の
分
流
地
点
か
ら
は
、
南
西
に
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

遺
跡
の
範
囲
に
は
七
日
町
集
落
を
一
部
含
む
が
、
大
部
分
は
水
田
に
な
っ
て

い
る
。

　

平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
、
市
道
整
備
工
事
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
試
掘

調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
平
成
十
年
と
十
一
年
に
新
津
市
教
育
委
員
会
が
計
二
九

四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
発
掘
調
査
し
た
。
調
査
部
分
は
市
道
新
町
第
七
号
七
日
町
線

の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

　

発
掘
調
査
で
は
、
水
田
面
か
ら
〇
・
七
〜
一
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
で
、
井
戸
や
溝
・

小
穴
な
ど
の
遺
構
が
多
数
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
二
か
所
に
分
か
れ
て
集
中
し
て

い
た
こ
と
か
ら
小
集
落
の
一
部
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
見
つ
か
っ
た
三
七

基
の
井
戸
は
す
べ
て
井
戸
枠わ

く

が
な
い
素す

掘ぼ

り
で
あ
っ
た
。

　

遺
物
は
、
平
安
時
代
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
、
江
戸
時
代
の
も
の
が
出
土
し
た
。
な

か
で
も
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
出
土
品
が
特
に
多
か
っ
た
。
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
出
土
品
は
、
日
常
生
活
に
使
用

さ
れ
た
食
膳
具
や
調
理
具
・
貯
蔵
具
が
ほ
と
ん
ど
で
、
中
国
や
朝
鮮
で
作
ら
れ
た
陶
磁
器
、
国
産
の
瀬
戸
美
濃

図39　遺跡の位置
５万分１地形図「新津」

図40　内野遺跡



27

第１章　新津丘陵周辺の遺跡

焼
・
珠す

洲ず

焼
な
ど
が
あ
っ
た
。
陶
磁
器
以
外
で
は
砥と

石い
し

・
茶ち

ゃ

臼う
す

・
粉
引
臼
、
曲ま

げ

物も
の

の
底
板
や
板
材
・
柱
材
、
鉄て

つ

鍋な
べ

・
刀と

う

子す

、
鍛か

冶じ

関
連
遺
物
な
ど
が
出
土
し
た
。
ま
た
食
用
に
解
体
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
犬
一
頭
分
の
骨
が

出
土
し
た
。

　

出
土
品
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
も
の
に
、
井
戸
か
ら
出
土
し
た
鉄
鍋
が
あ
る
。
こ
の
鉄
鍋
は
十
五
世
紀
ご
ろ

の
も
の
で
、
鋳
型
を
使
っ
た
鋳
造
で
製
作
さ
れ
て
い
る
。
通
常
、
不
要
に

な
っ
た
鉄
製
品
は
回
収
さ
れ
、
溶
か
さ
れ
て
、
別
の
製
品
に
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
内
野
遺
跡

で
は
リ
サ
イ
ク
ル
せ
ず
に
井
戸
へ
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
井
戸
に
関
す

る
祭さ

い

祀し

が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
井
戸
か
ら
鉄
鍋
が
出
土
す

る
例
は
県
内
で
も
四
例
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

現
時
点
で
の
発
掘
調
査
結
果
か
ら
内
野
遺
跡
の
性
格
を
判
断
す
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
お
そ
ら
く
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
集
落
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線
以
北
の
能の

う

代だ
い

川が
わ

・
阿
賀
野
川
・
小
阿
賀
野

川
に
囲
ま
れ
た
満ま

ん

日に
ち

地
区
に
は
、
内
野
遺
跡
以
外
に
も
中な

か

谷や

内ち

遺
跡
・
沖お

き

ノの

羽は

遺
跡
・
無か

し
ら頭な
し遺
跡
な
ど
古
代
・
中
世
を
中
心
と
し
た
集
落
と
推
測
さ

れ
る
遺
跡
が
埋
も
れ
て
い
る
。

図41　復元された鉄鍋　直径約29センチメートル


